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岩手県三陸沖を震源とする地震に関する住民調査について

○令和８年４月20日に発生した岩手県三陸沖を震源とする地震及び津波の発生並びに４月20日の「北海道・三
陸沖後発地震注意情報」の発表を背景として、津波からの避難実態並びに「北海道・三陸沖後発地震注意情

報」に対する住民の意識等の調査・分析を行うため、アンケート調査を実施

期間：2026年５月
対象：北海道、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千葉県のうち、

「北海道・三陸沖後発地震注意情報発信時に防災対応をとるべき地域」に指定されており、
かつ太平洋沿岸に位置する市町村に居住していた住民

（津波警報が発令された北海道・青森県・岩手県より各1,000人、その他の県より各200人、合計3,800人回収 ）

方法：オンライン調査
項目：●北海道、青森県、岩手県の３道県に居住していた住民

※津波警報が発表された3道県が対象

１．津波警報と避難指示について
２．避難行動について
３．今回の津波警報について

●北海道、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千葉県の７道県に居住していた住民
※ 「北海道・三陸沖後発地震注意情報発信時に防災対応をとるべき地域」に指定されている７道県が対象

４．防災対策について

目的

調査概要

1

4%

15%

24%

23%

19%

14%
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北海道、青森県、岩手県の３道県の年代内訳
n=3000



調査結果１．津波警報と避難指示について
・津波警報を入手した人は約９割、避難指示を入手した人は約６割という結果であった。
・「津波警報を見聞きして何を気にしたか」について、どの年代においても「津波の規模や到達時間がどれく
らいか」が多かった。

・「津波警報と避難指示の入手手段」については、どの年代も概ね「テレビ」「防災行政無線」が多いほか、
防災情報を「アプリ」や「メール」で入手した人も多く、スマートフォンなどを活用し、手元でいつでもす
ぐに確認できる利便性の高い情報収集手段が選ばれていることがうかがえる。

2

入手
しなかった

14%

津波警報を
入手した

86％

※「ハザードマップ上で津波の浸水想
定区域にいた」と回答した人が対象

40％

Q.津波警報を見聞きして何を気にしたか

Q. 津波警報や避難指示の情報をどこから入手したか

避難指示を
入手した

57％

入手
しなかった

43％

n=397 ※複数回答

Q. 津波警報や避難指示を入手したか
n=464

0人 50人 100人 150人 200人 250人

津波の規模や到達時間がどれくらいか

自宅が被害を受けるかどうか

避難すべきかどうか

どこに避難すればよいか

何を持っていけばよいか

津波警報の情報が正確かどうか

家族や知人がちゃんと避難できるかどうか

本当に津波が来るのかどうか

特に何も気にしなかった

その他

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

0 50 100 150 200 250 300

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

人 人 人 人 人 人 人

津波警報 n=397

避難指示 n=263

テレビから入手した

ラジオから入手した

防災行政無線から入手した

広報車から入手した

職場や周りの人から入手した

家族・友人・知人によるメールやＬＩＮＥ、電話等から入手した

アプリの通知から入手した

防災情報を配信するメールから入手した

ホームページなどインターネットから入手した

Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）などのＳＮＳから入手した

その他

津波警報 避難指示

229
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158
68
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69

67

130
29

11

251
135

35
27

85
96

6
12

28
17
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16
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68
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56

37
17

9
9

7
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65 
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35 
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25 
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61 

37 

28 

26 

23 

0% 20% 40% 60% 80%

60 

47 

40 

40 

33 

0% 20% 40% 60% 80%

78 

78 

56 

44 

44 

44 
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津波注意報・警報を聞いたから
強い揺れで危険を感じたから

津波は来ないと思ったが、念のため

家族が避難しようと言ったから

周囲の人が避難していたから
テレビやラジオで避難するよう呼びかけていたから

東日本大震災（２０１１年）の津波を思い出したから

マグニチュード７．４の地震が発生したと聞いたから

津波注意報・警報を聞いたから

強い揺れで危険を感じたから

津波が来ると思ったから

東日本大震災（２０１１年）の津波を思い出したから

周囲の人が避難していたから

津波注意報・警報を聞いたから

津波は来ないと思ったが、念のため

津波が来ると思ったから

会社から避難するように言われたから

強い揺れで危険を感じたから

緊急速報メールを受信したから

津波注意報・警報を聞いたから

強い揺れで危険を感じたから
津波が来ると思ったから

市町村から避難指示や避難の呼びかけを聞いたから

津波は来ないと思ったが、念のため

津波注意報・警報を聞いたから

強い揺れで危険を感じたから

津波が来ると思ったから

市町村から避難指示や避難の呼びかけを聞いたから

家族が避難しようと言ったから

津波注意報・警報を聞いたから

市町村から避難指示や避難の呼びかけを聞いたから

強い揺れで危険を感じたから

津波が来ると思ったから

テレビやラジオで避難するよう呼びかけていたから

緊急速報メールを受信したから

調査結果２．避難行動について
Q. 津波に備えて避難をしたか

避難しなかった
74%

避難
した
26％

3

n=464

Q. 避難した理由 n=121 ※複数回答

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

強い揺れで危険を感じたから

職場や周りの人に誘導されたから

津波が来ると思ったから

津波は来ないと思ったが、念のため

津波注意報・警報を聞いたから

市町村から避難指示や避難の呼びかけを聞いたから

消防署員・消防団・自治体職員が避難するよう呼びかけていたから

自治会・近所の人が避難するよう呼びかけていたから

家族が避難しようと言ったから

会社から避難するように言われたから

周囲の人が避難していたから

周囲のお店が臨時で閉めているのを見かけたから

テレビやラジオで避難するよう呼びかけていたから

テレビやラジオで避難している人を見聞きしたから

緊急速報メールを受信したから

東日本大震災（２０１１年）の津波を思い出したから

マグニチュード７．４の地震が発生したと聞いたから

津波の避難訓練をしていたから

北海道・三陸沖後発地震注意情報が出されたのを聞いたから

その他

50代

60代

20代以下

30代

40代 70代以上

Q.年代別にみた主な理由（上位５つ）

（避難指示を入
手した上で）
避難した

40％

（避難指示を
入手した上で）
避難しなかった

60％

n=263
浸水想定区域内にいた人 避難指示を入手した人

48

10
39

32
74

34

9
1

15
21

15

6
23

5
25

25

15
5

8
6

・避難したと回答した人は全体で26％であった。
・避難した理由として、どの年代も「津波注意報・警報を聞いた
から」が最も多く、70代以上では「市町村から避難指示や避難
の呼びかけを聞いたから」という回答も多かった。
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45 

28 
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40 
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予想される津波の高さが低かったから

自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから

津波警報、避難指示が発表されたり、避難の呼びかけが行われていたり
することを知らなかったから

仕事があったから

周りの人が避難しなかったから

（自分が）高齢である、もしくは、家族に高齢者がいるため

（自分が）障害がある、もしくは、家族に障害があるため

家族に乳幼児がいるから

自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから

予想される津波の高さが低かったから

大津波警報に至らない津波警報レベルだったから

津波のことは特に考えなかったから

周りの人が避難しなかったから

予想される津波の高さが低かったから

自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから

大津波警報に至らない津波警報レベルだったから

津波のことは特に考えなかったから

仕事があったから

周りの人が避難しなかったから

予想される津波の高さが低かったから

大津波警報に至らない津波警報レベルだったから

自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから

仕事があったから

（自分が）高齢である、もしくは、家族に高齢者がいるため

津波のことは特に考えなかったから

予想される津波の高さが低かったから

自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから

大津波警報に至らない津波警報レベルだったから

津波のことは特に考えなかったから

周りの人が避難しなかったから

自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから

予想される津波の高さが低かったから

大津波警報に至らない津波警報レベルだったから

周りの人が避難しなかったから

（自分が）高齢である、もしくは、家族に高齢者がいるため

津波のことは特に考えなかったから

調査結果２．避難行動について
・避難しなかった理由として「予想される津波の高さが低かったから」「自分のいた場所には津波は来ないと
思っていたから」「大津波警報に至らない津波警報レベルだったから」が上位であった。70代以上におい
ては「自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから」が過半数であった。

・50代以外の全ての年代で「周りの人が避難しなかったから」が上位の理由として挙げられている。

4

Q. 避難しなかった理由

0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人 140人

２０代以下 ３０代 ４０代

５０代 ６０代 ７０代以上

津波警報、避難指示が発表されたり、避難の呼びかけが行われていたりすることを知らなかったから

予想される津波の高さが低かったから

大津波警報に至らない津波警報レベルだったから

気象条件が悪かったから（寒かったなど）

自分のいた場所には津波は来ないと思っていたから

仕事があったから

体調が悪かったから

周りの人が避難しなかったから

自分や家族が避難先で過ごすことをいやがったから

（自分が）高齢である、もしくは、家族に高齢者がいるため

（自分が）障害がある、もしくは、家族に障害があるため

家族に乳幼児がいるから

家屋や家財が心配だったから

津波のことは特に考えなかったから

その他

n=343 ※複数回答

※その他は除く

50代

60代

20代以下

30代

40代 70代以上

Q.年代別にみた主な理由（上位５つ）

6

127

78

3

121

29

3

30

9

14

8

2

6

36

45



(年代別)

調査結果２．避難行動について
・「避難手段」については、「自動車」と回答した者が全体の7割であった。
・「避難先にたどり着くまでにかかった時間」として、全体的に自動車避難より徒歩避難の方が早く避難先へ
たどり着いている結果であった。

・「自動車で避難した理由」としてどの年代でも「避難先が遠いため」との回答が多かった。
・自動車避難の約５割が渋滞に遭遇していた。

Q. なぜ自動車で避難したのかQ. 避難手段について

5

徒歩
24％

自動車
70％

オートバイ
自転車
3％

その他3％
n=121

Q. 避難時に渋滞は発生していたか
(自動車避難者が対象)

渋滞が発生
していな
かった
49％

渋滞が発生
していた

51％

n=85

n=85 ※複数回答

Q.避難先にたどり着くまでにかかった時間 

0人 10人 20人 30人 40人 50人

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

地域の取り決めで自動車避難することとなっているため

避難先が遠いため

階段や坂道により避難経路を徒歩で移動することが困難なため

自分が高齢である、もしくは、家族に高齢者がいるため

自分が障害がある、もしくは、家族に障害があるため

家族に乳幼児がいるため

気象条件が悪かったため（寒かったなど）

避難が夜までかかりそうだったため

その他

特に理由はない

78%

13%

4% 4%

０～１０分 １１～２０分 ２１～３０分 ３１～４０分
４１～５０分 ５１～６０分 ６１～１２０分 １２１分以上

徒歩 (n=23)

58%
15%

15%

4%
1% 1% 4% 0%

自動車 (n=67)

※「時間は覚えていない」と回答した人を除く

8

44

11

12

7

4

4

20

16

９

100％

30％

70％

18％

78％

4％

33％

65％

5％
7％

23％

60％

7％

67％

33％

20代以下 n=6 30代 n=20 40代 n=28

50代 n=43 60代 n=15 70代以上 n=9



（Ａ）結局、高い津波が来なかったので、情報の精度がよくないのだと思った

（Ｂ）結局、高い津波が来なかったが、やむを得ないと思った

（Ｃ）大きな被害がなくて、無駄だったと思う

（Ｄ）大きな被害がなくて、よかったと思う

（Ｅ）次に津波警報が出た際は避難したくない

（Ｆ）次に津波警報が出た際も避難すべきだと思う

（Ｇ）大きな津波ではないのに、テレビやラジオはあおりすぎだと思う

（Ｈ）毎度、数十センチの高さの津波しかこない津波は大した被害はないと思ったので、避難をしたくない

調査結果３．今回の津波警報について
・今回の津波警報に対する意識として「（D）大きな被害がなくて、よかったと思う」と回答した人が約９割と
多く、次いで「（B）結局、高い津波が来なかったが、やむを得ないと思った」「（F）次に津波警報が出た
際も避難すべきだと思う」が上位であった。

・津波予想高さ最大「３ｍ」の発表に対する意識として「大変なことだと思った」との回答が最も多かったが、
大変なことだと思っていても約３割しか避難しておらず、必ずしも避難行動に結びついているものでもな
かった。

Q. 今回の津波警報についてどのように思ったか

6

5 

19 

2 

60 

2 

20 

10 

5 

14 

57 

11 

31 

18 

48 

20 

29 

49 

14 

42 

5 

50 

23 

41 

41 

32 

10 

45 

5 

29 

8 

29 

25 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強くそう思う そう思う そう思わない まったくそう思わない

Q. 津波予想高さ最大「３ｍ」の発表を
聞いてどう思うか

n=464

n=464 ※複数回答

76

4

53

5

6

174

27

157

15

37

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

避難した 避難してない

大変なことだと思った

大したことないと思った

その通りにならなくてよかったと思った

その通りにならなかったのは、予想がはずれたということなので問題だと思う

発表されていたことを知らなかった

250

31

210

20

43



調査結果４．防災対策について
・「北海道・三陸沖後発地震注意情報を見聞きしたことがある」と回答した人は約９割と多かった。
・北海道・三陸沖後発地震注意情報発表の受け止めでは「戸惑いはなかった」と回答した人が５割であっ
た。

・特別な注意の呼びかけに対し、何らかの対応を行った人及び、日頃から備えがあるため特に何もしてい
ないと回答した人を合わせると全体の６割半ばであった。

7

Q. 北海道・三陸沖後発地震注意情報と
南海トラフ地震臨時情報の認知度について

Q.北海道・三陸沖後発地震注意情報発表の
受け止め

Q.注意情報に伴う特別な注意の呼びかけに対する対応状況

北海道・三陸沖後発地震
注意情報だけを

見聞きしたことがある
13％

南海トラフ地震臨時情報
だけを見聞きしたことがある

４％

いずれも見聞き
したことがない

９％

戸惑った
22％

戸惑いはなかった
50％

特に何も
思わなかった

23％

発表されたことを
知らなかった

5％

n=3,800

n=3,800

n=3,800 ※複数回答

両方を見聞きした
ことがある

74％
北海道・三陸沖後発
地震注意情報を見聞
きしたことがある

87％

対応数内訳 ％
１項目 21.0
２項目 9.6
３項目 6.4
４項目 3.3
５項目 2.1
６項目 1.1
７項目 0.5
８項目 0.2
９項目 0.2
１０項目 0.2
１１項目 0.0

日頃から備え
があるため、
特に何もして
いない

20.4

日頃の備えは
ないが、特に
何もしていな

い
34.9

何
ら
か
の
対
応
を
行
っ
た
人

約
4
5
％
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調査結果１．津波警報と避難指示について
・「津波警報と避難指示の入手手段」については、どの年代も概ね「テレビ」「防災行政無線」が多いほか、
防災情報を「アプリ」や「メール」で入手した人も多く、スマートフォンなどを活用し、手元でいつでもす
ぐに確認できる利便性の高い情報収集手段が選ばれていることから、多様な媒体を用いて防災情報を発信する
ことが重要である。

調査結果２．避難行動について
・避難した人の割合は全体で26％であった。
・避難した理由ではすべての年代において「津波注意報・警報を聞いたから」が最も多かった。また、高齢層に
なるにつれて「市町村から避難指示や避難の呼びかけを聞いたから」と回答した人が多く、行政からの呼びか
けが避難行動を促すうえで有効であることがわかった。

・避難手段では「自動車」を利用した人が７割と多かった。また、自動車避難者の約5割が渋滞に遭遇していた。
・津波からの円滑な避難に向けて、地域の実情に応じて避難方法を事前に取り決め、住民に避難ルールの
周知・浸透を図る必要がある。

調査結果３．今回の津波警報について
・津波警報に対する意識として「大きな被害がなくて、よかったと思う」が約９割と多く、次いで「結局、高い
津波が来なかったが、やむを得ないと思った」「次に津波警報が出た際も避難すべきだと思う」が多く、津波
警報を重要な情報として受け止め、事前に避難行動を取ることの必要性を認識していることがうかがえる。

・一方で津波予想高さ最大３ｍの発表を「大変だ」と思う人が多かったにもかかわらず、実際に避難したのは約
３割程度であった。

・津波警報の重要性を理解し、避難意識の向上を図ることが必要である。

調査結果４．防災対策について
・北海道・三陸沖後発地震注意情報は約９割に認知され、情報発表に対して「戸惑いはなかった」「特に何も思
わなかった」との回答が約７割と、多くの人への周知が進んでいることが伺える。

・特別な注意の呼びかけに対して何らかの防災対策を行った人と、「日頃から備えがあるため、特に何もしてい
ない」と回答した人は全体の６割半ばであった。

・注意情報の認知度は向上しているが、事前の備えの重要性についての継続的な周知が必要である。
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